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本疾患は閉塞性気腫や通常の嚢胞症 とは,少
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は肺肋膜の曲線状陰影のみで,肺野には紋理は
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面気時の針の損傷で一時的に萎 縮 した も
のであり,為に圧排されていた肺実質が減圧の





























































の大部分は可成 りの年月の 経 過 にもかかわら
ず,再膨張可能な組織が保存されていたことで
ある｡
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